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第３学年＊組国語科 学習指導案 

指導者 塚本 晃久 

Ｒ２研修センター長期研修 

１ 単元名   「故郷」を読んで，登場人物の生き方や考え方を批評しよう 

 

２ 本単元の目標 

(1) 話や文章の種類とその特徴について理解を深めることができる。        （知識及び技能） 

(2) 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方について考えることができる。 

    （思考力，判断力，表現力等） 

(3) 言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上させ，我が国の言語文化に関わり，思 

いや考えを伝え合おうとする。                  （学びに向かう力，人間性等） 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知①本文の内容と登場人物の特

徴について理解を深めるこ

とができている。 

思①「読むこと」において，文章

を批判的に読みながら，文章

に表れているものの見方や考

え方について考えている。 

態①交流活動での人物像の読

みの深まりを基に，進んで

登場人物の生き方につい

て批評しようとしている。 

 

４ 単元について 

(1) 教材観 

   本教材は，20 年ぶりに帰郷した主人公が変わり果てた故郷の様子や人々との再会を通して，現実の

社会を見つめ直し，新しい生活への希望を見いだしていくという内容の文学的な文章である。巧みな人

物かつ心理描写と場面展開によりそれぞれの登場人物の生き方や考え方が細やかに描き出されている。

そのため，文章を批判的に読みながら，登場人物の生き方や考え方を踏まえて，人物評を文章にまとめ

ることに適した教材であると考える。 

(2) 生徒観 

   １学期に実施した文学的な文章である「百科事典少女」(令和２年７月実施，第３学年＊組＊人）の

授業において,｢登場人物の生き方や考え方を通して自分は何を考えたか｣という発問での記述を分析し

てみると，登場人物の生き方や考え方を踏まえて，自分の考えを示すことができた生徒は＊人，自分の

考えを示すことができなかった生徒が＊人，さらに，登場人物の生き方や考え方が捉えられない上に，

自分の考えを示すことができなかった生徒が＊人という実態であった。このことから，生徒の実態とし

て，登場人物の人物像の根拠となる表現や描写を見付け，人物像を読み取ることが難しいことが明らか

となった。そのため，文学的な文章において登場人物の人物像を捉え，生き方や考え方を踏まえて，自

分の考えを文章にまとめることで自分の考えを広げたり深めたりするための授業展開が課題であると

考えた。以上のことから，登場人物と自分との考え方の違いに着目して文章を批判的に読みながら，自

分の考えを広げたり深めたりする力を育む学習指導を行う必要があると考える。 

(3) 指導観 

本単元では，中学校第３学年「故郷」の学習において，登場人物の生き方や考え方を踏まえて，自分

の考えを広げたり深めたりするために，根拠となる表現や描写を基に人物像を視覚化し，登場人物につ

いての考えを交流させる活動を設定する。はじめに，主人公の心情や心境の根拠となる表現を見付け，

根拠となる表現や描写と結び付けて主人公の心情や心境を考える。次に，その他の登場人物について発

言・態度・動作・表情等を手がかりに，人物像を考える。さらに，文脈に即して登場人物の考え方や生

き方について考えたことを文章にまとめる。ここでは，ツリー図を用い，登場人物の特徴となる表現か

ら浮かび上がる人物像を視覚的に理解するようにする。最後に，視覚化した人物像を文章化し,登場人

物の人物像を言葉で説明するための交流活動を行う。そして，交流活動での読みの深まりを基に登場人

物の考え方や生き方を踏まえて，全ての登場人物の人物評を文章にまとめる。このように，根拠に基づ

いて人物を視覚的に捉えた上で，交流活動により登場人物の考え方や生き方を踏まえて，人物評を文章

にまとめることで，文章を批判的に読んで，自分の考えを広げたり深めたりする力が身に付くであろう

と考える。 
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５ 単元の指導計画（７時間扱い）            ○は指導に生かす評価 ◎は記録に残す評価 

次 時 学習内容・活動 知 思 態 評価方法・留意点等 

１ １ ・本単元での学習の見通しをもつ。 

・「故郷」を読む。 

 

 

 

・「故郷」のストーリーを捉える。（誰が，

どうする内容か） 

・登場人物を確認し，主な登場人物の特徴

を簡単に捉える。 

 

 

 

 

 

・本時の学習を振り返り，次時への見通し

をもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

  ・登場人物の人物像を考え，それぞれの

生き方や考え方を踏まえて，人物評を

まとめ，作品の主題を考える学習であ

ることを確認する。 

・作品の展開上で印象的な人物を主な

登場人物として着目できるよう促す。 

・登場人物の特徴を捉えるために，登場

人物の発言や行動，描写に注目するよ

うにする。 

 

 

 

 

知①【ワークシート】 

２ ・場面の展開の仕方について確認する。 

 

 

 

・｢心情｣と｢心境｣の意味の違いについて

確認する。 

・場面の展開に注意して，個人で主人公の

心情や心境の根拠となる表現や描写を

見付ける。 

・根拠となる表現や描写と結び付けて主

人公の心情や心境を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の学習を振り返り，次時への見通し

をもつ。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 ・回想と現在の場面構成からなること

と「私」の心情（心境）を考える学習

であることを確認する。 

・「心境」（その時の心の状態，気持ち）

｢心情」（心の中にある思いや感情）の

言葉の意味に留意する。 

・「私」の発言（心内文も含む），態度，

動作，表情等の表現や描写に着目する

よう促す。 

・教科書中の見付け出した表現に線を

引いたり囲んだりして着目できるよ

うにする。 

思①：主人公「私」の心情や心境につい

ての考えを見取り，できていない生徒

には根拠となる表現と心情と心境を

結び付けられるようヒントカードを

使って考えられるようにする。【ワー

クシート】 

・次時は，本時でまとめた「私」の心情

や心境を基に，「私」の人物像につい

て考えを話合う時間であることを伝

える。 

３  

 

 

 

・前時でまとめた「私」についての情報を

確認し，整理する。 

・グループで「私」の人物像（性格や特徴）

について，なぜ自分はそう考えたか考

えを交流する。 

・「私」の生き方や考え方について考えた

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・人物像とはどのようなものかについ

て確認する。 

・付箋紙に自分が考えた人物像を書き

出し，その理由を述べ合うことで各自

の考えを共有できるようにする。 

・登場人物の生き方や考え方について

自分はどう考えるかという視点に結

び付けて読むことが批判的な読み方

であることを気付くようにする。 

・自分と「私」の生き方や考え方を比べ

課題 「故郷」の内容と主な登場人物

の特徴を捉えよう。 

まとめ  

◆内容→主人公が故郷に帰郷する内容 

◆主な登場人物→【主人公「私」/ 

ルントー/ヤンおばさん】 

課題 根拠となる表現を基に，主人公

「私」の心情や心境を考えよう。 

まとめ（例） 

【回想の場面】→○○などの表現(描

写)から～という心情（心境）が考え

られる。 

【現在（帰郷･再会･離郷）の場面】 

→○○などの表現(描写)から～とい

う心情（心境）が考えられる。 

課題 主人公「私」の人物像について

の考えを話し合い，生き方や考え

方について考えをまとめよう。 
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ことを 120字以内で文章にまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の学習を振り返り，次時への見通し

をもつ。 

 

 

 

○  

てまとめられるように助言する。 

・まとめ方を例示することで，考えをま

とめやすいようにする。 

思①：自分の考えを文章にまとめられて

いない生徒には，友人と交流すること

で自分の考えをもつことができるよ

うにする。【ワークシート】 

 

２ ４ ・登場人物である「ルントー」と「ヤンお

ばさん」に着目する。 

 

 

 

 

・ツリー図の使い方について確認する。 

・ツリー図に登場人物の特徴となる表現

をまとめる。 

・「ルントー」と「ヤンおばさん」の人物

像について考えをまとめる。 

・「ルントー」と「ヤンおばさん」の生き

方や考え方について考えたことを 120

字程度で文章にまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の学習を振り返り，次時への見通し

をもつ。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  

 ・「ルントー」と「ヤンおばさん」が作

品中の「私」との関わりの中で，どの

ような役割を果たしているかを考え

られるよう促す。 

 

・「ルントー」と「ヤンおばさん」の発

言，態度，動作，表情等に着目するよ

う促す。 

・見付け出した表現に線を引いたり，囲

んだりして着目できるようにする。 

・自分と「ルントー」と「ヤンおばさん」

の生き方や考え方を比べてまとめら

れるように助言する。 

・まとめ方を例示することで，考えをま

とめやすいようにする。 

思①：ツリー図にまとめた「ルントー」

と「ヤンおばさん」の人物像について

の考えを見取り，まとめられていない

生徒には人物の性格を表す単語をい

くつか例示し，２人の人物像を考えら

れるようにする。【ツリー図の記述】 

・次時は，全ての登場人物の人物像につ

いて考えを話合う時間であることを

伝える。 

 ５ 

 

目標：登場人物の人物像についての考え

を交流し，自分の考えを広げるこ

とができる。 

１ 学習課題を知る。 

 

 

 

 

２ 登場人物の人物像についての考えを

交流する。 

 

 

３ 交流活動で気付いたことを参考に，

それぞれの人物像について自分の考え

をまとめ直す。 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

・登場人物の人物像についての考えを

友人と交流し，自分の考えを広げる学

習であることを確認する。 

・登場人物についての自分の考えを前

時までのワークシートで確認する。 

・登場人物について浮かび上がる人物

像とその根拠を情報端末(ミライシー

ド)に書き入れるようにする。  

・挙げている根拠に注目して人物像の

交流を図るようにする。 

・交流活動を通して気付いたことを，ミ

ライシードにコメントしたり，メモし

たりするよう促す。 

 

まとめ（例） 

・「私」の人物像について，○○という

表現から～という人物像が浮かび

上がる。 

→「私」の生き方や考え方について，

自分は□□□と考える。 

課題 「ルントー」と「ヤンおばさん」

の人物像について，ツリー図を使

って整理しよう。 

まとめ（例） 

・△△の人物像について，○○という

表現から～という人物像が浮かび

上がる。 

→△△の生き方や考え方について，自

分は□□と考える。 

課題 登場人物の人物像について話し

合い，考えをまとめよう。 
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４ 本時の学習を振り返り，次時への見

通しをもつ 

 

 

 

 

○ 

・まとめ方を例示することで，考えをま

とめやすいようにする。 

・自分の考えの広まりについて振り返

りができるよう促す。 

思①：それぞれの登場人物についての考

えを見取り，考えをまとめられていな

い生徒には交流活動で気付いたこと

を中心に自分の考えをまとめられる

ように助言する。【ワークシート】 

３ ６ 目標：登場人物の生き方や考え方を踏ま

えて，人物評をまとめることがで

きる。 

１ 学習課題を知る。 

 

 

 

 

２ 「批評」と「人物評」（登場人物の批評）

の意味を確認する。 

 

３ それぞれの登場人物「私・ルントー・

ヤンおばさん」の生き方や考え方を踏

まえて，人物評を文章にまとめる。 

・登場人物ごとに，自分はどう考えるか 

（＝人物評）を文章にまとめる。 

・120字以内でまとめる。 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習を振り返り，次時への見

通しをもつ。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

・登場人物の生き方や考え方を踏まえ

て，人物評を文章にまとめる学習であ

ることを確認する。 

・「批評」とは，自分の言葉で，あるも

ののよさや価値について評価して論

じる意味であることを確認する。 

・前時でまとめた全ての登場人物につ

いての自分の考えを再確認する。 

・人物評をまとめる際に，書き方を例示

し，自分の考えとその理由という構成

で文章をまとめるよう促す。 

・理由については，１つに限らず複数の

視点でまとめられるように助言する。 

 

 

 

態①【ワークシート，観察】 

 

・次時は，書き上げた人物評を読み合

い，作品の主題について考える時間で

あることを伝える。 

 ７  

 

 

・それぞれの登場人物についてまとめた

人物評を読み合う。 

・交流活動を通して気付いたことを，自分

がまとめた人物評に加筆する。 

・加除訂正した人物評を踏まえて，個人で

作品の主題（テーマ）について考える。 

・単元全体の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎      

      

       

・各自がまとめた人物評を交流し，作品

の主題について考えることを確認し，

学習の見通しをもてるよう促す。 

・登場人物についてまとめた人物評を

ミライシードに取り入れるようにす

る。 

・交流活動を通して気付いたことを，ミ

ライシード上でコメントしたり，メモ

したりするよう促す。 

・主題を考えられていない生徒には，ま

とめ方を例示する。 

・単元全体を通しての振り返りができ

るようにする。 

 

 

思①：【ワークシート，振り返りシート】 

 

まとめ（例） 

△△の人物像について，自分は～と考

えていたが，○○さんの考えを聞き， 

～と考えた。 

課題 登場人物の生き方や考え方を踏

まえて，人物評（登場人物の批評）

を文章にまとめよう。 

まとめ（例） 

△△の生き方や考え方について，自分

は○○と考える。それは，□□□から

だ。 

課題 人物評を読み合い，作品の主題

について考えよう。 

まとめ（例） 

「故郷」の主題は，○○○と考える。 

振り返り 

人物評をまとめる活動を通して，自分

の考えを広げることができた。 


